
№―1                     上志津原たより             第323号                

平
成
十
六
年 

第
四
回
定
例
班
長
会
議 

七
月
三
日 

19:00

〜21:00
 

 

★ 
 

主
な
議
題
と
討
議
内
容 

 

一
、
一
円
募
金
に
つ
い
て
（
浜
田
会
長
） 

本
日
集
め
て
頂
い
た
一
円
募
金
は
、
整
理
後
８
月
２
日
ま

で
に
佐
倉
市
役
所
、
志
津
出
張
所
に
届
け
ま
す
。 

そ
の
後 

集
計
し
た
結
果
合
計
金
額
は36,490

円
で
し

た
。
７
月
５
日
に
同
出
張
所
に
寄
付
致
し
ま
し
た
。
町
会

の
皆
様
、
ご
協
力
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。） 

二
、
盆
踊
り
の
段
取
り
に
つ
い
て
（
秋
山
部
長
） 

主
要
議
題
で
し
た
が
、
本
号
が
回
覧
さ
れ
る
頃
に
は
盆
踊

り
は
終
了
し
て
い
ま
す
の
で
討
議
の
内
容
は
割
愛
し
ま
し

た
。 

三
、
防
犯
研
修
会
の
受
講
報
告
（
松
田
防
犯
指
導
員
） 

防
犯
指
導
員
が
発
足
し
初
め
て
の
受
講
で
し
た
。
内
容
を

持
ち
帰
っ
て
防
犯
活
動
を
啓
蒙
す
る
の
が
役
目
で
す
の
で
、

受
講
内
容
は
後
述
し
ま
す
。 

四
、
連
絡
事
項 

①
結
核
・
肺
癌
検
診
（
８
月
５
日 

原
ト
ピ
ア
駐
車
場
） 

②
住
民
福
祉
懇
談
会
に
浜
田
会
長
出
席
予
定 

 
 
 
 

（
７
月
４
日 9:00

〜12:00 

西
部
セ
ン
タ
ー
） 

③
負
担
金
及
び
寄
付
金
の
納
付
に
つ
い
て 

▼
上
志
津
消
防
団
負
担
金
（
上
期
分
）・
・ 218,400

円 

              

▼
赤
十
字
寄
付
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・  273,000

円 

▼
社
会
福
祉
協
議
会
寄
付
・
・
・
・
・
・
・272,000

円 

 
以
上
は
い
ず
れ
も
町
会
会
計
で
予
算
化
さ
れ
て
い
る
も
の

で
す
が
、
納
付
を
完
了
し
ま
し
た
。 

五
、
自
治
会
館
利
用
願
い
の
件 

伊
藤
（
忠
）
エ
ネ
ク
ス
ホ
ー
ム
ラ
イ
フ
と
い
う
民
間
企
業

か
ら
、
会
館
利
用
願
い
の
届
け
出
が
あ
り
ま
し
た
。 

※
自
治
会
館
運
営
規
定
に
、町
会
員
以
外
の
利
用
や
使
用
目

的
に
つ
い
て
は
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、
自
治
会
館 

運
営
委
員
会
に
判
断
を
お
任
せ
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
・
・
以
上
・
・
・ 

★ 

★ 

★ 

★ 

★ 

★ 
★ 
★ 

★  

 

平
成
十
六
年 

第
五
回
定
例
班
長
会
議 

八
月
七
日 

17:00

〜19:00
 

 

★ 
 

主
な
議
題
と
討
議
内
容 

 

一
、
運
動
会
に
向
け
て
の
事
前
協
議 

①
当
日
の
役
割
分
担 

※
現
班
長
の
役
割
を
決
定
し
ま
し
た
。
た
だ
現
班
長
だ
け
で

は
必
要
員
数
に
届
か
な
い
の
で
、
次
期
班
長
さ
ん
の
お
手

伝
い
も
必
要
と
な
り
ま
す
。（
次
期
班
長
さ
ん
に
は
、
ご
協

力
の
案
内
を
届
け
さ
せ
て
戴
き
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。） 

②
招
待
者
・
敬
老
者
の
方
々
に
対
す
る
招
待
や
お
弁
当
に
つ

い
て
の
確
認
（
七
十
才
以
上
の
方
は
ご
招
待
し
ま
す
。 

事
前
調
査
の
回
覧
を
回
し
ま
す
の
で
、
奮
っ
て
出
席
し
て

下
さ
い
） 

③
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
検
討 

※
地
区
対
抗
リ
レ
ー
の
走
者
数
の
見
直
し
等
、 

二
、
幹
線
道
路
の
草
刈
・
清
掃
の
件 

清
掃
作
業
中
の
事
故
に
対
す
る
保
険
加
入
に
つ
い
て
、 

※
現
在
上
志
津
原
町
会
は
、
そ
の
都
度
保
険
に
加
入
し
て
い

ま
す
が
、
こ
の
種
の
保
険
は
佐
倉
市
が
佐
倉
市
全
体
を
ま

と
め
て
加
入
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
の
確

認
を
浜
田
会
長
に
お
願
い
を
し
ま
し
た
。 

そ
の
後 

佐
倉
市
は
「市
民
公
益
活
動
保
険
」に
加
入
し
て
い

ま
し
た
。
従
っ
て
今
後
町
会
独
自
の
加
入
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。
（
そ
の
保
険
の
概
要
は
４
頁
に
掲
載
し
ま
し
た
） 

三
、
盆
踊
り
大
会
の
反
省 

※
秋
山
盆
踊
り
担
当
部
長
か
ら
、
来
年
の
盆
踊
り
運
営
の
参

考
に
な
る
様
、
「反
省
点
が
あ
れ
ば
申
し
送
り
た
い
」
と
の

提
案
が
あ
り
、
今
年
の
盆
踊
り
に
つ
い
て
反
省
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
町
民
の
皆
様
に
早

く
お
詫
び
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

こ
の
後
の
盆
踊
り
特
集
記
事
の
中
に
掲
載
し
ま

す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
・
・
以
上
・
・
・ 

   

平
成
十
六
年
度 

防
犯
研
修
会 

受
講
報
告 

７
月
３
日 

10
時
〜 

 

志
津
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー 

 

防
犯
連
絡
長
を
対
象
に
毎
年
行
わ
れ
て
い
た
研
修
会
で
す

が
、
防
犯
指
導
員
制
度
が
発
足
し
て
、
初
め
て
の
合
同
研

修
を
受
講
し
ま
し
た
。
防
犯
上
の
具
体
的
内
容
は
次
の
機

会
に
紹
介
し
ま
す
が
、
今
日
は
防
犯
に
つ
い
て
感
じ
た
事

を
報
告
し
ま
す
。 

一
、
佐
倉
市
の
犯
罪
実
態
（
佐
倉
警
察
署
報
告
） 

※
昨
年
度
佐
倉
市
の
犯
罪
件
数
は
、
約
６
，
７
０
０
件 

う
ち
少
年
犯
罪
50
％
・
殺
人
事
件
３
件
（
解
決
２
件
） 

二
、
受
講
の
感
想
（ 

防
犯
の
原
点 

） 

※
地
域
犯
罪
は
、
住
民
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
最
大
の

抑
止
力
に
な
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

原
点
は
、
挨
拶
や
気
さ
く
な
声
の
掛
け
合
い
で
あ
る
こ
と
、

を
強
く
感
じ
ま
し
た
。 

※
荒
れ
た
中
学
校
を
「挨
拶
運
動
」で
、
見
事
に
更
生
し
た
事

例
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
町
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不

足
で
起
こ
る
事
件
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
次
の
事
例
の
よ

う
に
、
こ
ん
な
こ
と
が
実
際
に
あ
っ
た
の
で
す
。 

 

①
夫
婦
で
結
婚
式
か
ら
戻
っ
て
き
た
ら
、
お
金
は
勿
論
、
家
財

道
具
ま
で
一
切
合
財
が
盗
ま
れ
て
い
ま
し
た
。 

②
近
所
の
人
は
、
盗
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
何
人
も
見
て
い

ま
し
た
が
、
誰
も
「
お
か
し
い
」
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

「引
越
し
」だ
と
思
っ
た
の
で
す
。 

③
泥
棒
（窃
盗
団
）は
、
こ
の
地
域
の
住
民
同
士
の
挨
拶
や
会

話
が
乏
し
い
事
を
知
っ
て
い
ま
し
た
。
従
っ
て
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
は
無
く
、
他
人
の
事
に
は
無
関
心
だ
ろ
う
」
と
踏

ん
だ
の
で
す
。
だ
か
ら
白
昼
堂
々
と
ト
ラ
ッ
ク
を
仕
立
て
、

ワ
ッ
セ
ワ
ッ
セ
と
盗
み
出
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。 

④
普
段
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が 

あ
れ
ば
「×

×

さ
ん
引
っ
越
す 

な
ん
て
言
っ
て
た
あ
？ 

だ
っ
て
今
日
は
結
婚 

式
で
し
ょ
う
、
変
よ
！ 

 

私
110
番
す
る
わ
！
」 

と
な
っ
た
は
ず
で
す
。 

 

※
本
誌
前
号
の
川
柳
に
「お
隣
が
シ
ョ
ウ
ユ
を
借
り
に
き
て
う

れ
し
」
と
い
う
句
が
あ
り
ま
し
た
。
前
々
号
に
は
「子
供
た

ち
を
見
か
け
ま
し
た
ら
、
声
を
掛
け
て
あ
げ
て
下
さ
い

ね
！
」
と
い
う
森
本
子
供
会
会
長
の
お
願
い
も
あ
り
ま
し

た
。
些
細
な
こ
と
の
様
で
す
が
、
こ
の
気
さ
く
さ
・
こ
の
親

近
感
が
大
切
な
こ
と
だ
っ
た
の
で
す
。 

 

●
皆
さ
ん
！
お
隣
に
シ
ョ
ウ
ユ
を
借
り
に
行
き
ま
し
ょ
う
。
大

き
な
声
で
挨
拶
し
あ
い
、
子
供
達
に
も
声
を
掛
け
ま
し
ょ

う
。
こ
の
こ
と
が
地
域
防
犯
や
少
年
の
非
行
防
止
の
原
点

な
の
で
す
。 

平
成
十
六
年
度 

防
犯
指
導
員 

 

松
田 

肇 

主な内容 

第四回定例班長会議・・・・・・・・・・・・Ｐ１ 

第五回定例班長会議・・・・・・・・・・・・・ １ 

防犯研修会報告（松田防犯指導員）・・・・・・ １ 

皆様本当にありがとう（浜田町会長）・・・・ Ｐ２ 

子供会売店も盛況でした（森本子供会会長）・・ ２ 

売店お礼と部員募集（ツインズ西田監督）・・・ ２ 

上志津原の皆様「始めまして」青木紅雀代表 Ｐ３ 

ご祝儀をくださった方々のご紹介・・・・・・・ ３ 

お世話になった方々のご紹介・・・・・・・・・ ３ 

大変でしたでも頑張れました(秋山盆踊部長) Ｐ４ 

盆踊りを終えて現班長のアンケートから・・・・ ４ 

地元サークル作品展示会(萩庭運営委員長）４ 

市民公益活動保険について・・・・・・・・・・ ４ 

 お知らせ（転入）・・・・・・・・・・・・・・ ４ 

編集後記「上志津原たより」の変遷・・・・・・ ４ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・８ 号 号：平成１６年8月３1日発行 

・発 行 者：上 志 津 原 町 会 
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変よ！ 

１１０番 



№―2                     上志津原たより             第323号                                           

売店お礼と部員募集 
                        南志津ツインズ監督  西田 昭彦 
 
 本年も、盛大かつ盛況に上志津原盆踊り大会が行われましたこと、心より

お祝い申し上げます。また、当少年野球クラブへ日頃のご理解とご支援、厚

くお礼申し上げます。子供たちの活動費補填の為、売店という形で数年前よ

り盆踊りに参加させていただいておりますが、毎年皆様の暖かいご協力に

大変感謝しております。当日は不手際等もあったかとは思いますが、何分

保護者によるボランティアでの売店ですので、お許し戴きます様宜しくお願

い申し上げます。 

 近年の少子化に準じまして、当クラブも部員が毎年減少しております。常

時部員を募集しておりますので、小学生なら男の子・女の子は問いません。

この機会に身体を鍛える為にも、お子様に野球を勧めてみては如何でしょう

か。 普段の活動と致しましては、土・日、「原グランド」を中心に練習してお

ります。また、練習以外にも大会参加・合宿・バーベキュー等、色々な行事も

あります。見学・体験練習等も受け付けておりますので、ぜひ「原グランド」

へ足をお運び下さい。  

最後になりましたが、町会の益々のご発展と、皆様のご健勝をお祈りいた

します 

ノンストロボ撮影 町会行事の最大イベントで 

ある平成16年度の「盆踊り 

大会」が７月30（金）・31（土） 

の２日間、上志津原児童公 

園で盛大に行われました。 

心配された台風10号は、 

程よいお湿りと涼風を置いていってくれ、2 日間共絶好

の盆踊り日和になりました。両日とも約800名の来場が

あり常時約400名が会場を埋める盛況でした。 

 

 

 

 

 

 

 

今年も「紅雀」さんによる和太鼓と、上志津中学校

「パープルダンサーズ」によるロックソーランの競演が

ありました。更に今年は紅雀さんの「太鼓の曲打ち」が

加わり、町会有志の方々の爽快な「櫓太鼓」と併せ、太

鼓の醍醐味を満喫できたお祭りでした。 

 肝腎の「盆踊りの輪」は、初日・2 日目の前半までは、

一重のヤヤ心細い「輪」でしたが、2 日目の後半になっ

てみるみる「輪」が大きくなり、更に二重そして三重の

輪になるまで膨れ、町会長老の方々も「近年見たこと

が無い」程の盛り上がりをみせ、最高のフィナーレを迎

える事ができました。この様子は多くの写真と、各方面

の方々から沢山の原稿をいただきましたので、特集と

して掲載致します。 

 

皆
様
本
当
に
あ
り
が
と
う 

 
 
 
 
 
    

町
会
長 

 
 

浜
田 

友
房 

 

例
年
を
は
る
か
に
越
え
る
酷
暑
、
お
ま
け
に
台

風
、
気
の
揉
め
る
毎
日
で
し
た
。
予
定
通
り
開
催

で
き
た
の
は
、
秋
山
担
当
部
長
・
手
足
と
な
っ
た

班
長
の
面
々
・
そ
し
て
協
力
し
て
い
た
だ
い
た

方
々
の
熱
意
が
天
に
通
じ
た
も
の
と
信
じ
ま
す
。 

子
供
達
を
中
心
に
、
町
内
の
皆
様
に
も
大
勢
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
駆
け
つ
け
て
来
ら
れ
た
渡

貫
市
長
が
「
上
志
津
原
は
子
供
さ
ん
が
多
い
で
す

ね
え
」
と
驚
い
て
居
ら
れ
ま
し
た
が
、
大
勢
の
子

供
達
が
涼
や
か
な
浴
衣
姿
で
踊
り
・
快
活
に
動
き

回
る
姿
は
、
華
や
か
で
実
に
す
が
す
が
し
く
、
市

長
に
も
こ
の
ほ
ほ
え
ま
し
い
光
景
は
鮮
烈
に
写

っ
た
様
で
す
。
こ
の
様
な
大
盛
会
に
導
い
て
い
た

だ
い
た
皆
様 

方
に
感
謝
申 

し
上
げ
ま
す
。 

本
当
に
あ
り 

が
と
う
ご
ざ 

い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

渡貫市長 

イ
ヤ
ー
盛
況

で
す
な
あ 

パープルダンサーズだ！ ♪ソーラン ♪ソーラン 

子
供
会
売
店
も 

大
盛
況
で
し
た 

 
 

上
志
津
原
子
供
会
会
長 

森
本 

ま
り 

初
日
、
途
中
天
候
が
悪
く
な
り
ま
し
た
が
、
太
鼓

の
音
が
聞
こ
え
て
き
た
頃
雨
も
止
み
、
天
候
に
も

恵
ま
れ
て
十
六
年
度
の
盆
踊
り
を
無
事
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
は
、
か
ら
揚
げ
や
カ
キ

氷
、
綿
あ
め
も
始
め
た
い
、
で
も
残
っ
た
ら
ど
う

し
よ
う
・
・
・
と
、
役
員
一
同
悩
ん
だ
上
の
出
店

で
し
た
。
と
こ
ろ
が
フ
タ
を
開
け
て
み
る
と
、
役

員
の
悩
み
も
一
気
に
吹
き
飛
ん
で
し
ま
う
程
の
大

盛
況
で
、
お
祭
り
が
終
わ
る
前
に
売
り
切
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
そ
の
他
も
盛
況
で
、
こ
れ
も
皆
さ

ん
の
お
か
げ
で
す
。 

 

慣
れ
な
い
作
業
で
、
手
際
が
悪
い
所
も
あ
り
ま

し
た
が
、
お
手
伝
い
し
て
下
さ
っ
た
子
供
達
、
父

兄
の
方
、
買
っ
て
下
さ
っ
た
方
々
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。 

子供会店 

ハイヨッ！ 綿アメ 

これ下さい 

焼きそばが旨いよ！ 

ツインズ店 

ﾊｰｲ 並んで並んで！ 



№―3                     上志津原たより             第323号 
                        

                  

上
志
津
原
の
皆
様
「は
じ
め
ま
し
て
」 

 
 
 
 

和
太
鼓
「
紅
雀
」 

 

代
表 

青
木 

美
穂 

 
  

昨
年
に
続
き
今
年
も
上
志
津
原
の
盆
踊
り
に
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
会
は
、
昨
年
発
足
し
た
ば
か

り
で
、
当
時
は
ま
だ
知 

名
度
も
な
く
、
練
習 

を
し
て
も
そ
の
発
表 

の
機
会
が
あ
ま
り 

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

そ
ん
な
時
に
折
り
込 

み
情
報
誌
で
上
志
津 

原
の
盆
踊
り
を
知
り
、
担
当
者
に
電
話
し 

た
と
こ
ろ
、
上
志
津 

中
学
校
の
生
徒
達
に 

よ
る
ロ
ッ
ク
ソ
ー
ラ
ン
と
競
演
と 

い
う
形
で
こ
の
上
志 

津
原
の
盆
踊
り
に
参 

加
さ
せ
て
い
た
だ
く 

事
が
で
き
ま
し
た
。
実
は
私
は
上
志
津
中
学
校
の
卒
業

生
で
あ
り
、
こ
う
い
う
形
で
母
校
と
つ
な
が
り
を
持
て
て

大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。 

現
在
、
会
員
数
15
名
で
勝
田
台
を
拠
点
に
活
動
し
て

い
ま
す
。
練
習
は
毎
週
金
曜
日
、
夜
７
時
〜
８
時
45
分

ま
で
、
勝
田
台
中
学
校
の
体
育
館
で
行
っ
て
い
ま
す
。
興

味
の
あ
る
方
は
是
非
一
度
練
習
を
見
に
い
ら
し
て
く
だ

さ
い
。 

連
絡
先
は
〇
九
〇
‐四
三
八
二
‐九
二
九
五
で
す
。 

きびきびと大変勇壮なすばらしい和太鼓でし
た。和太鼓は、節々に形を決める動作？が
ありますが、たった４歳の「打ち手」のその仕
草に、思わず目がうるうるしてしまいました。 
和太鼓って見るものなんですね。今後のご活
躍をお祈りします。 

チ
ビ
ち
ゃ
ん 

頑
張
れ
！ 

渡
部
鉄
興
㈱ 

様 

㈱
中
央
フ
ー
ズ
様 

小
森
商
店 

様 

岩
井 

必 

様 

南
志
津
ツ
イ
ン
ズ
様 

㈲
ヤ
マ
ダ
イ
食
品
様 

浜
田 

友
房
様 

長
谷
川
定
房
様 

志
津
の
森
薬
局
様 

中
国
料
理
一
龍
様 

植
田
産
業
㈱ 

様 

早
野 

稔 

様 

㈲
渡
辺
住
設 

様 

横
川
商
店 

様 

平
野
産
業
㈱ 

様 

ゆ
た
か
苑 

様 

田
上 

敏
様 

臼
井 

尚
夫
様 

上
志
津
中
学
校
様 

㈱
メ
ジ
ャ
ー
企
画
様 

中
志
津
郵
便
局
長
様 

西
川
恵
千
枝
様 

秋
山 

秀
雄
様 

上
志
津
消
防
団
様 

我
妻
製
作
所 

様 

本
城 

喜
輝
様 

日
比
野 

隆
様 

志
津
南
社
協 

白
石
様 

関
田 

勇
様 

志
津
郵
便
局
長
高
椋
様 

㈱
紺
野
工
務
店
様 

 

㈲
東
和
自
動
車
工
業
様 

田
村
電
工 

様 

山
下 

三
好
様 

糸
井 

文
子
様 

山
下 

金
一
様 

中
志
津
自
治
会
様 

池
田
三
知
子
様 

ま
ほ
ろ
ば 

様 

平
山 

俊
明
様 

明
地 

功
様 

中
山 

君
雄
様 

大
久
保
光
男
様 

三
瓶 

三
夫
様 

上
志
一
区
自
治
会
今
井
様 

花
島 

和
夫
様 

㈲
ア
ン
ド
ウ
建
窓
様 

宮
武 

孝
吉
様 

中
原
造
園 

様 

㈲
ふ
じ
い
清
掃
様 

藤
井 

輝
夫
様 

㈲
光
富
工
業
様 

ス
ナ
ッ
ク
み
の
り
様 

志
津
南
ク
リ
ニ
ッ
ク
様 

斉
藤 

勝
正
様 

柄
澤 
よ
し
様 

㈲
田
澤
組 
様 

根
本 

唯
男
様 

㈲
加
賀
工
務
店
様 

上
志
津
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
様 

森
本
水
道 

様 

シ
ャ
ル
レ
斉
藤
様 

 

新
舘 

庄
也
様 

越
坂
部
梨
園
様 

高
橋 

登
様 

橋
本 

修
様 

橋
本 

進
様 

大
久
保
峯
夫
様 

南
志
津
小
PTA
会
長
様 

鈴
木 

丑
男
様 

内
野 

福
寿
様 

遠
藤
酒
店 

様 

長
谷
川
定
子
様 

愛
川 

喜
好
様 

ナ
リ
ス
化
粧
品
篠
塚
販
様 

㈱
ナ
カ
ム
ラ 

様 

㈱
吉
田
電
設 

様 

明
治
乳
販
売
店
重
田
様 

今 

野 

様 

佐
倉
工
業
㈱ 

様 

白
映
社
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
様 

石
川 

恒
次
様 

雪
謡
会
代
表
加
籐
様 

仲
村 

忠
二
様 

工
藤 

岩
雄
様 

藤
野
工
務
店 

様 

内
野 

定
男
様 

橋
本 

重
順
様 

上
志
津
原
子
供
会
様 

建
築
工
芸
佐
藤
様 

遠
藤
畳
店 

様 
珈
琲
ハ
ウ
ス
テ
ィ
ダ
様 

萩
庭 
一
彦
様 

 
 
 
 ㈲

岩
田
材
木
店 

様 

㈲
佐
藤
管
材 

様 

平
16
年
度
町
会
役
員
様 

キ
ン
グ
ス
タ
ー
ズ
様 

上
志
二
区
自
治
会
高
石
様 

加
瀬 

国
夫
様 

山
本 

公
治
様 

飯
塚 

稠
様 

長
松 

秋
夫
様 

喜
久
寿
司 

様 

西
志
津
さ
く
ら
自
治
会
平
林
様 

南
志
津
小
学
校
様 

長
竹 

ト
ヨ
様 

中
村 

寛
樹
様 

㈲
大
内
塗
装 

様 

斉
藤
石
油
㈲ 

様 

理
容
ハ
ツ
セ 

様 

EA
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
阿
部
様 

藤
谷 

良
弘
様 

佐
倉
市
長
渡
貫
様 

椿 

勝
博
様 

田
口
木
工 

様 

丸
井
商
店 

日
置
様 

コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
ハ
ル
オ
様 

丸
田 

康
三
様 

鴫
原 

英
俊
様 

榎
本 

管
工
様 

石
井 

三
郎
様 

㈱
神
岩
工
務
店
星
様 

岩
田 

清
様 

岩
淵
金
四
郎
様 

大
久
保
光
一
様 

 

                                           

                                           

ご
協
力
に 

感
謝
し
ま
す 

 櫓
の
設
営
・
テ
ン
ト
張

り
等
、
私
た
ち
だ
け
な

ら
出
来
な
か
っ
た
筈
で

す
。
こ
ん
な
中
、
大
久

保
さ
ん
他
そ
れ
ぞ
れ
の

専
門
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持

っ
た
方
々
の
ご
協
力
は

本
当
に
有
難
い
も
の
で

し
た
。
以
下
に
ご
協
力

戴
き
ま
し
た
方
々
を
紹

介
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。 

 

総
指
揮 

 

大
久
保
様 

櫓
設
営
関
係 

 

東
和
自
動
車
様 

 

藤
野
工
務
店
様 

配
線
関
係 

 

吉
田
電
設
様 

櫓
太
鼓
奏
者 

 

中
原
様
・
高
橋
様 

長
谷
川
３
兄
妹
様 

三
橋
様
・
川
口
様 

生
原
様 

盆
踊
り
指
導 

 

西
川
様 

  

藤
間
様 

自
治
会
館
関
係 

 

萩
庭
様 

交
通
整
理
関
係 

我
妻
様 

 

キ
ン
グ
ス
タ
ー
ズ
様 

駐
車
場
提
供 

 

渡
部
鉄
興
様 

 

志
津
南
ク
リ
ニ
ッ
ク
様 

そ
の
他 

上
志
津
消
防
団
様 

中
央
フ
ー
ズ
様 

荻
原
様
・
鴫
原
様 

 

そ
し
て
次
年
度
班
長

の
皆
様 

本
当
に
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。 

ご祝儀  ありがとうございました。 
合わせて693,000円、お陰様で盛大な盆踊りができました。 

心よりお礼申し上げます。掲示板に、ご祝儀を下さった方を下の

ボードに右上からご記帳順に紹介させていただきました。 

盆踊り大抽選会でＤＶ

Ｄプレーヤーが当た

った幸運なお二人。お

めでとうございます。 
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☝
お
知
ら
せ
☝ 

転 

入
（
上
志
津
原
へ
よ
う
こ
そ
） 

西
二
組 

 

阿
部 

伸
幸
さ
ん 

六
月 

市民公益活動保険について(佐倉市は今年4/15に加入) 
この保険は、市内に活動拠点を置く団体やそれに属する個人（市外居住者
も含む）が、（中略）市民公益活動中の事故により他人の身体や財物を害し
て、法律上の賠償責任を負った場合、また、市民公益活動中の事故により
負傷、或いは死亡した場合に保障する保険です。 
 この保険は、自治会、町内会の公益活動（道路清掃、防犯活動など）も
対象になります。 
 
○保障金額 
①賠償責任保険 
 ・身体賠償  限度額1人   6,000万円  1事故2億円 
 ・対物保障  限度額1事故  100万円   
 ・保管物賠償 限度額1事故  100万円 
②障害保険 
 ・死亡保険金   １人 200万円（180日以内に死亡した場合） 
 ・後遺障害保険金 １人 200万円（180日以内に後遺障害発生） 
 ・入院保険金   １人日額 3,000円（事故発生から180日間） 
 ・通院保険金 １人日額 2,000円（180日間中の通院日数90日限度） 

問い合わせしたところ、行事の事前提出不要、
事故発生後の請求申請で可。（町会の承認要） 

編
集
後
記
「
上
志
津
原
た
よ
り
」
の
変
遷 

加
賀
屋
さ
ん
か
ら
、
昔
の
広
報
担
当
の
苦
労
話
を
聞
き
ま
し
た
。

ガ
リ
版
・謄
写
版
か
ら
始
ま
っ
た
「原
た
よ
り
」で
し
た
。
そ
の
後
、
集

め
た
原
稿
を
印
刷
所
に
届
け
る
時
代
に
な
り
ま
し
た
。
記
事
の
割
り

振
り
は
広
報
担
当
が
し
ま
す
が
、
植
字
・
イ
ラ
ス
ト
や
ア
ー
ト
の
挿

入
・紙
面
の
体
裁
ま
で
、
全
て
印
刷
所
任
せ
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
が
今

年
の
４
月
号
ま
で
続
い
て
い
ま
し
た
。 

そ
し
て
今
、
お
気
づ
き
の
方
も
居
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
「上
志

津
原
た
よ
り
」は
パ
ソ
コ
ン
編
集
を
進
め
て
お
り
ま
す
。 

パ
ソ
コ
ン
化
率
は
６
月
号
が
概
ね
60
％
、
こ
の
８
月
号
は
100
％
に
な

り
ま
し
た
。
紙
面
の
全
て
を
パ
ソ
コ
ン
で
作
り
、
そ
の
ま
ま
印
刷
所
に

メ
ー
ル
し
ま
す
。
印
刷
所
は
電
送
さ
れ
て
き
た
も
の
を
必
要
部
数
印

刷
す
る
だ
け
で
す
か
ら
、
誤
字
・間
違
い
・そ
し
て
紙
面
の
体
裁
も
全

て
広
報
の
責
任
に
な
る
訳
で
す
。 

そ
の
代
り
紙
面
は
自
由
に
組
み
立
て
ら
れ
ま
す
。
変
化
を
つ
け
る
大

胆
な
割
り
振
り
や
、
ち
ょ
っ
と
し
た
空
白
へ
の
気
配
り
も
で
き
ま
す
。

謄
写
版
の
役
目
だ
け
は
印
刷
所
で
す
が
、
ガ
リ
版
で
や
っ
て
い
た
「手

作
り
感
覚
」に
戻
る
わ
け
で
す
。 

た
だ
「手
作
り
」は
慣
れ
る
ま
で
確
か
に
大
変
で
す
。
そ
れ
で
も
パ

ソ
コ
ン
に
は
無
限
の
可
能
性
が
あ
り
将
来
は
確
実
に
こ
う
な
っ
て
行
く

で
し
ょ
う
。
よ
り
親
し
ま
れ
る
「原
た
よ
り
」に
す
る
為
に
、
今
期
は
パ

ソ
コ
ン
で
頑
張
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
意
見
・ご
希
望
が
あ
れ
ば

ぜ
ひ
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・・・広
報
担
当 

     

大
変
で
し
た 
で
も
頑
張
れ
ま
し
た 

 
 
 
 
 
 
 

 

盆
踊
り
担
当
部
長 

 

秋
山 

正
彦 

上
志
津
原
に
引
っ
越
し
て
き
た
の
が
、
平
成
14
年
の

夏
、
子
供
が
生
ま
れ
た
の
が
今
年
１
月
、
そ
し
て
私
は

居
酒
屋
に
勤
め
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
我
が
家
が
「
盆
踊

り
担
当
部
長
を
務
め
る
こ
と
に
な
っ
た
」
と
聞
か
さ
れ

た
時
は
明
ら
か
に
不
可
能
だ
と
思
い
ま
し
た
。
他
の
役

員
を
は
じ
め
色
々
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
戴
い
た
方
々
の
お

陰
で
何
と
か
勤
め
る
こ
と
が
で
き
、
今
ホ
ッ
と
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

た
だ
、
反
省
点
も 

あ
り
ま
し
た
。
１
日 

目
、
私
の
認
識
の
甘 

さ
か
ら
、
櫓
の
上
で 

一
生
懸
命
踊
っ
て 

下
さ
っ
た
子
供
達 

や
、
ご
祝
儀
を
下
さ 

っ
た
方
々
に
ノ
ー 

ト
が
行
渡
り
ま
せ 

ん
で
し
た
。
ご
不
快 

な
思
い
を
さ
せ
て 

し
ま
い
申
し
訳
あ 

り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

２
日
目
、
ノ
ー
ト
の 

数
を
急
遽
300
か
ら

350
冊
に
増
や
し
、
配
布
も
子
供
優
先
に
さ
せ
て
戴
き
ま

し
た
。
今
思
え
ば
千
冊
あ
っ
て
も
良
か
っ
た
か
な
と
反

省
し
て
い
ま
す
。 

昨
年
よ
り
始
め
ま
し
た
上
志
津
中
学
校
パ
ー
プ
ル
ダ
ン

サ
ー
ズ
に
よ
る
ロ
ッ
ク
ソ
ー
ラ
ン
、
今
回
新
し
い
試
み
と

し
て
の
ド
ラ
エ
モ
ン
音
頭
・
紅
雀
さ
ん
に
よ
る
和
太
鼓

の
曲
打
ち
、
共
に
評
判
が
良
く
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。 

最
後
に
各
方
面
で
ご
協
力
頂
い
た
皆
様
方
に
感
謝
し

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

盆
踊
り
大
会
を
終
え
て 

  

現
班
長
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら 

 
 

今
年
の
運
営
経
験
を
、
来
年
以
降
の
運
営
の
参
考
に
な

る
よ
う
、
16
年
度
班
長
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
致

し
ま
し
た
。
本
来
は
回
収
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
次
年

度
班
長
さ
ん
に
そ
の
ま
ま
お
渡
し
す
る
つ
も
り
で
し
た

が
、
実
行
担
当
者
と
し
て
早
く
お
詫
び
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
が
あ
り
、
そ
の
点
に
つ
い
て
ご
報
告
し
ま
す
。 

●
「ク
レ
ー
ム
を
受
け
た
方
そ
の
内
容
は
？
」 

と
い
う
質
問
に
対
し
「踊
っ
て
い
た
の
に
ノ
ー
ト
（抽
選
券
）

が
貰
え
な
か
っ
た
」
と
い
う
苦
情
を
半
数
以
上
の
者
が
受

け
て
お
り
ま
し
た
。 

特
に
櫓
の
上
で
最
も
熱
心
に
踊
っ
て
い
た
子
供
た
ち
全

部
に
行
渡
ら
な
か
っ
た
の
は
本
当
に
申
し
訳
な
く
、
深
く

お
詫
び
し
ま
す
。
元
々
は
「踊
り
の
輪
」
の
中
で
踊
っ
て
い

る
人
だ
け
に
手
渡
し
て
い
く
つ
も
り
で
し
た
が
、
配
布
が

始
ま
っ
た
途
端
、
「輪
」
の
外
か
ら
殺
到
し
て
き
た
人
達
に

囲
ま
れ
、
配
布
担
当
が
パ
ニ
ッ
ク
状
態
に
な
っ
た
の
で
す
。

認
識
が
甘
か
っ
た
の
は
事
実
で
す
が
、
一
人
で
何
冊
も
手

に
し
て
い
た
男
の
子
も
居
て
、
こ
う
な
る
と
千
冊
用
意
し

て
も
足
り
な
く
な
り
ま
す
。
根
本
的
に
考
え
直
す
必
要
が

あ
り
ま
す
。 

          

●
「反
省
点
と
、
改
善
案
あ
れ
ば
お
聞
か
せ
下
さ
い
」

と
い
う
質
問
に
対
し
、
抽
選
券
問
題
に
つ
い
て
も
多
く
の

改
善
案
が
出
て
い
ま
す
。
余
り
に
も
様
々
で
紹
介
し
き
れ

ま
せ
ん
が
、
次
期
班
長
さ
ん
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
渡
し
し

ま
す
の
で
個
別
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
来
年
の
運
営
に

お
役
に
立
て
ば
幸
い
で
す
。 

班長一同 

ごめんね 

地元サークル作品展示会 
自治会館運営委員 萩庭 一彦 
 

町内の皆様から頂いた貴重な財源でできたこの「はらトピ

ア」、日頃利用する機会のない方もぜひ盆踊りの時ぐらい

見ていただきたい‥‥お蔭様でこんないい会館を造る事

ができましたと‥‥。 昨年始めた絵手紙サークルの作品

展示に加えて、今年は地元の木目込み人形サークルにお願

いして作品を展示していただきました。 

沢山の華やかな人形や、 

ユニークな動物などの数 

々に多くの人が興味を示 

し、解説や感想を交えな 

がらの和気あいあいとし 

た、とてもいい時間が流 

れていました。 
 

 

 地域のサラリーマンの多くがそうであるように、私も電

車に乗って遠くの会社まで通う一人です。会社の同僚と、

どんなところに住んでいるとか話題になるとき、「終戦後

にできた開拓地で町内に信号が一つ、バスは一時間に2～3

本、コンビニとマンションがなく、神社お寺がない、従っ

て祭りがないけれどその分盆踊りと運動会はすごく雰囲

気があっていいところ」と紹介しています。そして、決し

て財源が豊かとはいえない自分たちの町の、全員の寄付で

作られた「はらトピア」もまた自慢の一つであります。 
 

 地域コミュニティの核としての機能をしっかりと果た

すよう今後も考えていきたいと思います。なにとぞ今後と

もご支援をよろしくお願い申し上げます。 

 絵手紙サークルの清水様、木目込み人形サークルの久本

様、そしてメンバーの皆様に紙上をお借りしましてお礼を

申し上げます。 

盆踊りの日、会館内で行われた展示会風景
「すごい力作でびっくりしました」（広報） 

♪ 月が～出た出た・・・ 


